
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 2年度 事 業 報 告 書

1 事業の成果

本会は、日本橋川・神田川および外濠に対し、川の水質浄化に有効な活動や、動植物に関する生態調査

を含む水質・底質調査の事業等を継続的に行って参 りました。

しかし、今年度は新型コロナウイルス感染症による影響が長期化・深刻化する状況下において、感染及

びその拡大のリスクを可能な限り低減 した結果、EM活性液及び EM団子の投入のイベン トや地域学習会等

の開催による環境教育研究活動や普及啓発活動、さらにはフリーマーケット等での物品販売や募金活動

といった事業を中止しました。

水質はまだ良好とまでは言えない状況ですが、コロナ対策としての長期間の外出自粛によるテレワー

クやレジャー控えが続いた結果、水質は例年に比べて改善されています。 しかしこれはパンデミックの

影響を受けたイレギュラーな状態であるため、会としては引き続き、日本橋川・神田川および外濠の水質

改善を目指して活動を続けて参ります。

次年度以降は今年度中止となったイベン ト活動を行 うとともに、活動情報が広く届くように広報機能

を強化 します。新型コロナ感染症の状況は依然不透明であるため、状況を見ながら場合に応 じた柔軟な

活動を展開する予定です。会員である法人、町内会またボランティアや有志の皆様には、引き続きご協

力、ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【  0  】千円)

定款に記載
された
事業名

事業内容 日日寺 場所
従事

二た
徊

人数

受益
対象者
範囲

覚 盃

対象
二た
徊

人数

事業費
(千

円)

千代 田区内の水辺の

観光を含む地域振興、

地域ネ ッ トワーク構

築の推進を図るため

の舟運事業

日本橋川、神田川で

のエコボー ト定期運

航に協力、ガイ ドに

よる川の現状 と地域

の環境対策に関する

講義と乗船会を行 う

0回
日本橋川、神

田川、外濠
0人

流域周辺の

住民及び水

辺の環境改

善に関心 を

持つ一般市

民及び不特

定多数

0人 0円
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地域交流やまちづ く

りの推進を図る共同

事業

千代田区内の川の現

状について報告会を

実施する

0回

区内

万 世 橋 公 民

館、麹町公民

館

0人 同 上 0人 0円

千代田区内の川、水辺

の環境改善、景観の保

全の推進、水質改善、

生物育成、植生など環

境学習の実施を図る

事業

千代田区内の川の環

境改善、景観保全、水

質改善、生物育成、植

生などに関する地域

学習会を実施する

0回

区内

万 世 橋 公 民

館、麹町公民

館

0人 同 上 0人 0円

千代 田区内の川を利

用した災害救援、被災

者の支援活動の推進

を図る事業

町内会の行事等の開

催 時 に災害 の勉 強

会、被災者の支援活

動についての広報を

行 う

0回
日本橋川、神

田川、外濠
0人 同上 0人 0円

千代 田区内の川、水

辺、橋、動植物に関す

る生態調査な どを含

む環境の総合的な調

査、研究の推進を図る

事業

千代田区内の川の水

質調査 と生態等の環

境調査報告会を開催

する

0回
日本橋川、神

田川、外濠
0人 同上 0人 0円

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【  0  】千円)

定款
さ
事

に記載
れた
業名

事業内容 日日寺 場所
従事

二た
´
日

人数

事業費
(千

円 )

出版、各種 PR

事業

千代田区内の川に関するハン ドブックを出版す

る。また当法人のホームページに関係団体の広

告を掲載する。

0回 法人事務所 0人 0円

グッズ販売、

フ リーマーケ

ッ ト等物品販

売事業

フリーマーケット等町内会の行事等の開催時に

川に関するグッズを販売する。
0回

法人事務

所、区内フ

リーマーケ

ット会場

0人 0円

ガイ ド養成、

派遣事業

千代田区内の川のガイ ドを養成 し、町内会の行

事等イベン トに派遣する。
0回 法人事務所 0人 0円

募金活動事業
町内会の行事等の開催時に千代田区内の川の保

存募金活動を行 う。
0回

区内万世橋

公民館、麹

町公民館等

0人 0円



書式第 14号 (法第 28条関係 )

令和 2年度 活動計算書 (そ の他事業が上う場合)

事 業 報 告 用

生産左囲 1匿動法人_二上どΩ丞辺≧魅五五劉 二L空望三型 三二:る全

特定非営利活動に係る事業
合計科 目

金   額 小計・合計

その他事業

金  額  小計・合計

262,000262,000
262,000

126,000
126,000

0

0

0

千代田区内の水辺の観光を含む地域振興.地域ネッ トワーク|1築 の推進を図るための,運 事業 事業収笙

地域交流やまちづくりの推進を図る共同事業 事業収益

千代田区内の川を利用した災害救援.被災者の支援活動の推進を図る事業 事業収益

出版、各種PR事業 事業収益
グッズ販売、フリーマーケット等物品販売事業 事業収益
ガイ ド養成、派遣事業 事業収益

会員受取会費

受取補助金

受取利息

受取寄附金
施設等受入評価益

0

0

388 388.(

0 0

‐      10,000

0

10,000

60,

50.0( 10. 60,000

0

540

0

8,600
0

0

80,080

89,220
|

89,220

1

1

給料手

消 耗

2

役員報酬
給料手当
退職給付費用
福利厚生費

役員報酬
退職給付費用
福利厚生費

会議費
旅費交通費
施設等評価費用
減価償却費
印刷製本費
通信費

水道光熱費
通信運搬費
印刷製本費
租税公課
雑費

89.22089,

139_22( 10( 149.

248 786 -100( 238,786当  期  経 額 A B】 ①

過年度損益修正益

災害損失

当 期 経 C ― 【D】 ・ (2)

10 00(理  区

238.7238,

0

464_704
703.490

|



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和2年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 ちよだの水辺を魅力ある都市空間に再生する会

小 計 ・ 合 計

: 産  の  部

[動 資産

703,490現金預金

未収金

棚卸資産

1

流

薔

[1資産合計 ・ ① ヽ 703,49(

定資産

(1)有形固定資産
車両運搬具

什器備品

(2)無形固定資産
ソフ トウェア

借地権

(可戸顧頁ての他の資産
敷金
長期貸付金

【ハ

2

□ ・産合計 ・ ②

【A】 資 産 合 計 ①+②

B-1

2

未払金

預 り金

長期借入金
退職給付引当金

B-2
正 464,704

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 十 【B-2】 703,490



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和 2年度 財産目録

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人  ちよだの水辺を魅力ある都市空間に再生する会

金   額 ′]ヽ    言十 合    言十

資  産

棚卸資産

現金預金
手元現金
東 日本銀行普通預金
ゆうちょ銀行普通預金

0

703,490
0

未収入金
未収会費

703.490

パ ソコン
什器備品

車両運搬具
事業用車両

ソフトウェア
2

0借地権

長期貸付金 0

(3)投資その他の資産
敷金

・ ②・産 合 計

【A】 資 産 合 計 ①+② 703,490

-1 負 優 の 部

未払金

預 り金

流

定 負 債

長期借入金

退職給付引当金

2

【[

・ の合 計

0【B-1】 負 債 合 計 ③+④

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 703,490

0



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 2年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

」出産1壁墾!堕旦1塗△___」五』立コ2墜S辺L二』堕:L]壺壺]旦:量:

間に再生する会

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬 を受けた期間

(該 当者のみに記入)

氏    名

1 睡憂卜監事
ハャシ イサム 令和 2年 4月 1日

令和 2年 6月 15日

征

林  勇

睡憂]・
監事

タカギ シゲル 令和 2年 4月 1日

令和 2年 6月 15日

缶

高木 茂

監 事

カンノ ケンジ 令和 2年 4月 1日

令和 2年 6月 15日

征

菅野 健次

4 睡憂]・
監事

クマイ ミノル 令和 2年 4月 1日

令和 2年 6月 15日

征

熊井 賓

5 睡憂]・
監事

コイズミ シゲル 令和 2年 4月 1日

令和 2年 6月 15日

征

小泉 茂

6 ・監事

ツカヤ タクジ 令和 2年 4月 1日

令和 2年 6月 15日

缶

塚谷 卓二

睡憂]・
監事

マツダ ヒデアキ 令和 2年 4月 1日

令和 2年 6月 15日

毎

松 田 秀明

8 睡憂]・
監事

イシ ド ヒデアキ 令和 2年 4月 1日

令和 2年 6月 15日

征

石戸 秀明

9 理事・匡∃
ttl< t4 = 令和 2年 4月 1日

令和 3年 6月 15日

缶

大山 恵子

10 理事・匡∃
4 -)zt,-< Yv, 令和 2年 4月 1日

令和 2年 6月 15日

缶

石濱 博



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

1 匡壷」。監事 イシワタ ノブユキ 令和 2年 6月 15日

令和 3年 3月 31日

征

石渡 伸幸

睦壁士監事 オカダ クニオ 令和 2年 6月 15日

令和 3年 3月 31日

缶

岡田 邦男

睦墜」・監事 タカヤマ ハジメ 令和 2年 6月 15日

令和 3年 3月 31日

缶

高山 肇

4 睦壁士監事
カサイ キヨスミ

令和 2年 6月 15日

令和 3年 3月 31日

征

笠井 清純

5 睦墜卜監事 ワタヌキ ヤスヒロ 令和 2年 6月 15日

令和 3年 3月 31日

缶

綿貫 康弘

睦壁士監事
イシグロ カツミ 令和 2年 6月 15日

令和 3年 3月 31日

鉦

6

石黒 克巳

7 睦墜卜監事 タナベ ケイゾウ 令和 2年 6月 15日

令和 3年 3月 31日

毎

田邊 恵三

8 睦壁中監事
イ トウ タカシ 令和 2年 6月 15日

令和 3年 3月 31日

缶

伊東 孝

睡憂]・
監事 ニイクラ ケンジ 令和 2年 6月 15日

令和 3年 3月 31日

4□[

新倉 健司

10 睦墜」。監事 , rtt-> :a+ L :r 令和 2年 6月 15日

令和 3年 3月 31日

霊

高梨 幸彦

11 睡壁士監事 ttt-< t4 = 令和 2年 6月 15日

令和 3年 3月 31日

征

大山 恵子

12 睦墜」・監事 ヒラノ ケイイチ 令和 2年 6月 15日

令和 3年 3月 31日

缶

平野 恵

睡憂]・
監事

オノダ フミノリ 令和 2年 6月 15日

令和 3年 3月 31日

缶

13

小野田 文紀

14 睦墜」・監事 ツクリミチタイメイ 令和 2年 6月 15日

令和 3年 3月 31日

毎

作道 泰明

15 理事・ヒ皇| イガラシ ツネオ 令和 2年 6月 15日

令和 3年 3月 31日

征

五十嵐 恒夫

16 理事。L壷 | ニシヤマ  トクアキ 令和 2年 6月 15日

令和 3年 3月 31日 缶

西山 徳明



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )

設立 口事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

特定非営利活動法
生する会

の

氏    名

1 林 勇

2 高木 茂

3 菅野 健次

4 熊井 賓

5 小泉 茂

6 塚谷 卓二

7 松田 秀明

8 石戸 秀明

9 大山 恵子

10 石濱 博

1 石渡 伸幸

2 岡田 邦男



3 高山 肇

4 笠井 清純

5 綿貫 康弘

6 石黒 克巳

7 田邊 恵三

伊東 孝

9 新倉 健司

10 高梨 幸

11 大山 恵子

12 平野 恵一

13 小野田 文紀

14 作道 泰明

15 五十嵐 恒夫

16 西山 徳明

8


